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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年1月29日(2009.1.29)

【公開番号】特開2006-169533(P2006-169533A)
【公開日】平成18年6月29日(2006.6.29)
【年通号数】公開・登録公報2006-025
【出願番号】特願2005-362032(P2005-362032)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  79/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  73/10     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  15/088    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  79/08    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｋ   3/00    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  73/10    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  15/08    　　　Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月5日(2008.12.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ．二無水物成分、ならびに、芳香族ジアミン、脂肪族ジアミン、脂環式ジアミン、ま
たはそれらの組合せからなる群から選択されるジアミン成分から誘導されるポリイミド成
分を含み、
　Ｂ．ここで、ジアミン成分は、ポリシロキサンジアミンがジアミン成分の１から１５重
量％の量で存在するポリシロキサンジアミンから一部誘導され、
　Ｃ．熱伝導性フィラー成分を、フィルム複合材料に対し、次の数値、３０、３５、４０
、４５、５０、５５、６０、６５、７０、７５、８０および８５を含めたいずれか２つの
数値間の重量％含み、
　Ｄ．ここで、フィルム複合材料は、次の数値、２、５、１０、１５、２０、２５、３０
、３５、４０、５０、６０、７０、８０、９０、１００、１５０、２００、２５０および
３００ミクロンを含めたいずれか２つの数値間の厚さを有する、
ことを特徴とする熱伝導性ポリイミドフィルム複合材料。
【請求項２】
　前記ジアミン成分は、ポリシロキサンジアミンがジアミン成分の３から５重量％の量で
存在するポリシロキサンジアミンから一部誘導されることを特徴とする請求項１に記載の
フィルム複合材料。
【請求項３】
　前記ポリシロキサンジアミンのシロキサン部分は、１から４０単位の繰り返し単位であ
ることを特徴とする請求項１に記載のフィルム複合材料。
【請求項４】
　前記ポリシロキサンジアミンは、末端がビス（３－アミノプロピル）であるポリ（ジメ
チルシロキサン）であることを特徴とする請求項１に記載のフィルム複合材料。
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【請求項５】
　前記ジアミン成分は、２，２－ビス－（４－アミノフェニル）プロパン；４，４’－ジ
アミノジフェニルメタン；４，４’－ジアミノジフェニルスルフィド（４，４’－ＤＤＳ
）；３，３’－ジアミノジフェニルスルホン（３，３’－ＤＤＳ）；４，４’－ジアミノ
ジフェニルスルホン；４，４’－ジアミノジフェニルエーテル（４，４’－ＯＤＡ）；３
，４’－ジアミノジフェニルエーテル（３，４’－ＯＤＡ）；１，３－ビス－（４－アミ
ノフェノキシ）ベンゼン（ＡＰＢ－１３４またはＲＯＤＡ）；１，３－ビス－（３－アミ
ノフェノキシ）ベンゼン（ＡＰＢ－１３３）；１，２－ビス－（４－アミノフェノキシ）
ベンゼン；１，２－ビス－（３－アミノフェノキシ）ベンゼン；１，４－ビス－（４－ア
ミノフェノキシ）ベンゼン；１，４－ビス－（３－アミノフェノキシ）ベンゼン；および
それらの組合せからなる群から選択されることを特徴とする請求項１に記載のフィルム複
合材料。
【請求項６】
　前記二無水物成分は、ピロメリト酸二無水物（ＰＭＤＡ）；３，３’，４，４’－ビフ
ェニルテトラカルボン酸二無水物（ＢＰＤＡ）；３，３’，４，４’－ベンゾフェノンテ
トラカルボン酸二無水物（ＢＴＤＡ）；４，４’－オキシジフタル酸無水物（ＯＤＰＡ）
；３，３’，４，４’－ジフェニルスルホンテトラカルボン酸二無水物（ＤＳＤＡ）；２
，２－ビス（３，４－ジカルボキシフェニル）１，１，１，３，３，３－ヘキサフルオロ
プロパン二無水物（６ＦＤＡ）；４，４’－（４，４’－イソプロピリデンジフェノキシ
）ビス（フタル酸無水物）（ＢＰＡＤＡ）；およびそれらの組合せからなる群から選択さ
れることを特徴とする請求項１に記載のフィルム複合材料。
【請求項７】
　前記熱伝導性フィラー成分はポリイミド成分中に分散されており、前記フィラー成分は
、次の数値、５０、５５、６０、６５、７０、７５、８０、８５、９０、９５、１００、
１２５、１５０、１７５、２００、２５０、３００、３５０、４００、４５０、５００お
よび１０，０００ｎｍを含めたいずれか２つの間の平均粒径を有し、分散されたフィラー
の少なくとも８０、８５、９０、９２、９４、９５、９６、９８、９９または１００％が
上記の寸法範囲内にあることを特徴とする請求項１に記載のフィルム複合材料。
【請求項８】
　前記熱伝導性フィラー成分は、酸化アルミニウム、シリカ、窒化ホウ素、窒化ホウ素を
被覆した酸化アルミニウム、顆粒状アルミナ、顆粒状シリカ、フュームドシリカ、炭化ケ
イ素、窒化アルミニウム、二酸化チタン、リン酸二カルシウム、チタン酸バリウムおよび
それらの組合せからなる群から選択されることを特徴とする請求項１に記載のフィルム複
合材料。
【請求項９】
　前記ポリイミド成分は、次の数値、２５０、２４０、２３０、２２０、２１０、２００
、１９０、１８０、１７０、１６０、１５０、１４０、１３０、１２０、１１０および１
００℃を含めたいずれか２つの間のガラス転移温度を有することを特徴とする請求項１に
記載のフィルム複合材料。
【請求項１０】
　前記フィルム複合材料は、次の数値、０．２、０．４、０．５、０．６、０．７、０．
８、０．９、１．０、１．１、１．２、１．３、１．４、１．５、１．６、１．７、１．
８、１．９、２．０、４．０、６．０、８．０、１０．０、２０．０、５０．０、１００
、１５０および２００Ｗ／（ｍ・Ｋ）を含めたいずれか２つの間の熱伝導率を有すること
を特徴とする請求項１に記載のフィルム複合材料。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０１７０】
【表１】

　本発明は以下の実施の態様を含むものである。
　１．Ａ．二無水物成分、ならびに、芳香族ジアミン、脂肪族ジアミン、脂環式ジアミン
、またはそれらの組合せからなる群から選択されるジアミン成分から誘導されるポリイミ
ド成分を含み、Ｂ．ここで、ジアミン成分は、ポリシロキサンジアミンがジアミン成分の
１から１５重量％の量で存在するポリシロキサンジアミンから一部誘導され、Ｃ．熱伝導
性フィラー成分を、フィルム複合材料に対し、次の数値、３０、３５、４０、４５、５０
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、５５、６０、６５、７０、７５、８０および８５を含めたいずれか２つの数値間の重量
％含み、Ｄ．ここで、フィルム複合材料は、次の数値、２、５、１０、１５、２０、２５
、３０、３５、４０、５０、６０、７０、８０、９０、１００、１５０、２００、２５０
および３００ミクロンを含めたいずれか２つの数値間の厚さを有する、ことを特徴とする
熱伝導性ポリイミドフィルム複合材料。
　２．前記ジアミン成分は、ポリシロキサンジアミンがジアミン成分の３から５重量％の
量で存在するポリシロキサンジアミンから一部誘導されることを特徴とする前記１に記載
のフィルム複合材料。
　３．前記ポリシロキサンジアミンのシロキサン部分は、１から４０単位の繰り返し単位
であることを特徴とする前記１に記載のフィルム複合材料。
　４．前記ポリシロキサンジアミンは、末端がビス（３－アミノプロピル）であるポリ（
ジメチルシロキサン）であることを特徴とする前記１に記載のフィルム複合材料。
　５．前記ジアミン成分は、２，２－ビス－（４－アミノフェニル）プロパン；４，４’
－ジアミノジフェニルメタン；４，４’－ジアミノジフェニルスルフィド（４，４’－Ｄ
ＤＳ）；３，３’－ジアミノジフェニルスルホン（３，３’－ＤＤＳ）；４，４’－ジア
ミノジフェニルスルホン；４，４’－ジアミノジフェニルエーテル（４，４’－ＯＤＡ）
；３，４’－ジアミノジフェニルエーテル（３，４’－ＯＤＡ）；１，３－ビス－（４－
アミノフェノキシ）ベンゼン（ＡＰＢ－１３４またはＲＯＤＡ）；１，３－ビス－（３－
アミノフェノキシ）ベンゼン（ＡＰＢ－１３３）；１，２－ビス－（４－アミノフェノキ
シ）ベンゼン；１，２－ビス－（３－アミノフェノキシ）ベンゼン；１，４－ビス－（４
－アミノフェノキシ）ベンゼン；１，４－ビス－（３－アミノフェノキシ）ベンゼン；お
よびそれらの組合せからなる群から選択されることを特徴とする前記１に記載のフィルム
複合材料。
　６．前記二無水物成分は、ピロメリト酸二無水物（ＰＭＤＡ）；３，３’，４，４’－
ビフェニルテトラカルボン酸二無水物（ＢＰＤＡ）；３，３’，４，４’－ベンゾフェノ
ンテトラカルボン酸二無水物（ＢＴＤＡ）；４，４’－オキシジフタル酸無水物（ＯＤＰ
Ａ）；３，３’，４，４’－ジフェニルスルホンテトラカルボン酸二無水物（ＤＳＤＡ）
；２，２－ビス（３，４－ジカルボキシフェニル）１，１，１，３，３，３－ヘキサフル
オロプロパン二無水物（６ＦＤＡ）；４，４’－（４，４’－イソプロピリデンジフェノ
キシ）ビス（フタル酸無水物）（ＢＰＡＤＡ）；およびそれらの組合せからなる群から選
択されることを特徴とする前記１に記載のフィルム複合材料。
　７．前記熱伝導性フィラー成分はポリイミド成分中に分散されており、前記フィラー成
分は、次の数値、５０、５５、６０、６５、７０、７５、８０、８５、９０、９５、１０
０、１２５、１５０、１７５、２００、２５０、３００、３５０、４００、４５０、５０
０および１０，０００ｎｍを含めたいずれか２つの間の平均粒径を有し、分散されたフィ
ラーの少なくとも８０、８５、９０、９２、９４、９５、９６、９８、９９または１００
％が上記の寸法範囲内にあることを特徴とする前記１に記載のフィルム複合材料。
　８．前記熱伝導性フィラー成分は、酸化アルミニウム、シリカ、窒化ホウ素、窒化ホウ
素を被覆した酸化アルミニウム、顆粒状アルミナ、顆粒状シリカ、フュームドシリカ、炭
化ケイ素、窒化アルミニウム、二酸化チタン、リン酸二カルシウム、チタン酸バリウムお
よびそれらの組合せからなる群から選択されることを特徴とする前記１に記載のフィルム
複合材料。
　９．前記ポリイミド成分は、次の数値、２５０、２４０、２３０、２２０、２１０、２
００、１９０、１８０、１７０、１６０、１５０、１４０、１３０、１２０、１１０およ
び１００℃を含めたいずれか２つの間のガラス転移温度を有することを特徴とする前記１
に記載のフィルム複合材料。
　１０．前記フィルム複合材料は、次の数値、０．２、０．４、０．５、０．６、０．７
、０．８、０．９、１．０、１．１、１．２、１．３、１．４、１．５、１．６、１．７
、１．８、１．９、２．０、４．０、６．０、８．０、１０．０、２０．０、５０．０、
１００、１５０および２００Ｗ／（ｍ・Ｋ）を含めたいずれか２つの間の熱伝導率を有す



(5) JP 2006-169533 A5 2009.1.29

ることを特徴とする前記１に記載のフィルム複合材料。
　１１．前記フィルム複合材料と金属が積層板を形成する金属をさらに含むことを特徴と
する前記１に記載のフィルム複合材料。
　１２．前記フィルム複合材料は、片面に付着した金属箔を有することを特徴とする前記
１に記載のフィルム複合材料。
　１３．前記フィルム複合材料は、両面に付着した金属箔を有することを特徴とする前記
１に記載のフィルム複合材料。
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